
◎複線（平行線)を基準点として図形(電灯SWシンボル)を配置します。(4)

99--2(4).2(4). 図形の配置図形の配置--22
◆ 図形(電気設備シンボル）の配置－壁面への配置(4)

15. 左図のように扉枠から
150mm離れた箇所へ電灯SW
の図形を配置することができま
した。

16. 配置後もステータスバーに
表示されているとおり、同じ図
形を設定倍率そのままで別の
箇所へ配置できます。

17. 回転角を変えることにより同
じ倍率のままで他方向の壁面
等に配置できます。

18. 回転角を変更し壁面と補
助線との交点をマウス右ボタン
クリックします。：(R)Read

18.

16.

17.

上図16.の状態から
17.の「回転角」へ「0」と入力するか
「90°毎」を１回押すと左図の
向きになります。
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19. 左図のように回転角を変更することで同じ図形を
同じ倍率のまま連続して配置することができました。

19.




